
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
二
十
二
回
）
二
〇
二
一
年
三
月

二
五

一
　
は
じ
め
に

道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
い
て
、『
華
厳
経
』

の
経
文
「
三
界
唯
一
心
、心
外
無
別
法
」
に
独
自
の
解
釈
を
与
え）

1
（

、『
法

華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
及
び
「
譬
喩
品
」
の
経
文
を
援
用
し
て
、「
唯

心
」
の
定
立
を
避
け
、「
三
界
」
を
究
極
的
真
実
と
し
て
説
い
て
い
る（
2
）。

そ
し
て
、
さ
ら
に
道
元
禅
師
は
、
玄
沙
師
備
（
宗
一
大
師
）（
八
三
五
―
九

〇
八
）
と
そ
の
法
嗣
で
あ
る
羅
漢
桂
琛
（
地
蔵
院
真
応
大
師
）（
八
六
七
―

九
二
八
）
の
問
答
を
引
用
し
自
説
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
答

と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
私
の
現
代
語
訳
と
と
も
に
引
用
し
よ
う
。

〔
Ａ
〕
玄
沙
院
宗
一
大
師
、
問
地
蔵
院
真
応
大
師
云
、
三
界
唯
心
、
汝
作
麼

生
会
。

真
応
、
指
椅
子
曰
、
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。

大
師
云
、
椅
子
。

〔
Ｂ
〕
真
応
曰
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。

大
師
云
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
汝
喚
作
什
麼
。

真
応
曰
、
桂
琛
亦
喚
作
竹
木
。

〔
Ｃ
〕
大
師
云
、
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。

 

（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
六
頁）

3
（

）

〔
Ａ
〕
玄
沙
院
宗
一
大
師
が
地
蔵
院
真
応
大
師
に
問
う
て
言
っ
た
。「
三
界

唯
心
、
お
前
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
（
会
）
か
」。

真
応
は
椅
子
を
指
し
て
、
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ
れ
（
遮
箇
）
を
喚
ん
で

何
と
な
し
ま
す
か
」。

大
師
は
言
っ
た
。「
椅
子
」。

〔
Ｂ
〕
真
応
は
言
っ
た
。「
和
尚
は
、三
界
唯
心
を
理
解
し
な
い
（
不
会
）」。

大
師
は
言
っ
た
。「
我
は
、こ
れ
（
遮
箇
）
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
。
お
前

は
喚
ん
で
何
と
な
す
か
」。

真
応
は
言
っ
た
。「
桂
琛
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
な
し
ま
す
」。

〔
Ｃ
〕
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
理
解
す
る
人
（
会
仏

法
人
）
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。

二
　
玄
沙
三
界
唯
心
の
考
察

こ
の
公
案
は
、〔
Ａ
〕
段
に
お
い
て
、ま
ず
玄
沙
が
「
三
界
唯
心
」
の

『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」巻
に
お
け
る
三
界
の
参
究新

井
一
光



『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
け
る
三
界
の
参
究
（
新
井
）

二
六

意
味
を
問
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
問
い
に
対
し
「
椅
子
」
を
指
し

て
「
こ
れ
Ｘ
（
遮
箇
）」
は
何
か
と
応
答
す
る
羅
漢
に
、玄
沙
は
「
椅
子
」

と
答
え
る
。

し
か
る
に
、『
華
厳
経
』
の
経
文
の
意
味
を
字
義
通
り
に
理
解
す
れ

ば
、
玄
沙
の
「
椅
子
」
と
い
う
返
答
は
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

『
華
厳
経
』
の
「
こ
れ
（
Ｘ
）、
即
ち
、
三
界
に
属
す
る
も
の
は
、
心
だ

け
で
あ
る
」
と
い
う
経
文
の
元
々
の
意
味
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
玄
沙
は

こ
こ
で
、「
心
に
ほ
か
ら
な
い
」と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
玄
沙
は
自
ら
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
こ
の
経
文
の
意
味
を

反
対
に
取
り
、「
椅
子
」
を
「
三
界
に
属
す
る
も
の
」
と
認
め
る
の
で
あ

る
。
こ
の
玄
沙
の
解
釈
は
、「
唯
心
」
の
定
立
を
避
け
、「
こ
れ
Ｘ
（
遮

箇
）」
を
「
椅
子
」
と
い
う
よ
う
な
事
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
で
、道

元
禅
師
が
「
三
界
唯
心
」
巻
で
説
く
現
象
的
事
物
を
究
極
的
真
実
と
す

る
主
張
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
〔
Ｂ
〕
段
に
お
け
る
、
羅
漢
の
「
三
界
唯
心
を
会
せ
ず
」、
即

ち
、「
三
界
唯
心
を
理
解
し
な
い
」
と
い
う
見
解
は
、
玄
沙
が
答
え
た

「
椅
子
」
と
い
う
、「
唯
心
」
を
否
定
す
る
解
釈
を
的
確
に
判
断
し
た
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
羅
漢
の「
不
会
三
界
唯
心
」と
い
う
見
解
は
、

こ
の
直
後
に
玄
沙
と
羅
漢
が
同
じ
く
主
張
す
る
「
こ
れ
Ｘ
（
遮
箇
）」
を

「
竹
木
」と
な
す
と
い
う
一
文
を
導
く
た
め
、こ
の
公
案
全
体
に
お
け
る

重
要
な
論
拠
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
羅
漢
の
言
う
「
不
会
（
理
解
し
な
い
）」
と
は
何
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。「
不
会
」と
い
う
語
に
関
し
て
、松
本
史
朗
博

士
は
、
こ
の
語
が
、『
宗
門
統
要
集
』、『
聯
灯
会
要
』、『
祖
堂
集
』
徳
山

章
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
博
士
の
提
示
さ
れ
る
「
仏
性
内
在
論
」
の

〝
知
〞
論
の
否
定
を
意
味
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る）

4
（

。

「
仏
性
内
在
論
」
と
は
、松
本
博
士
が
「
仏
性
顕
在
論
」
と
と
も
に
如

来
蔵
思
想
内
部
に
お
け
る
内
部
区
分
と
し
て
設
定
し
た
思
想
的
類
型
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
類
型
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

「
仏
性
内
在
論
」
と
は
〝
仏
性
は
、
人
間
存
在
、
特
に
そ
の
肉
体
の
中
に
、

存
在
し
て
い
る
〞
と
い
う
説
で
あ
り
、「
仏
性
顕
在
論
」
と
は
、〝
仏
性
は

事
物
（
現
象
）
に
お
い
て
全
面
的
に
顕
れ
て
い
る
〞、ま
た
は
〝
事
物
そ
の

も
の
が
仏
性
の
顕
れ
で
あ
る
〞
と
い
う
説
で
あ
る）

5
（

。

ま
た
、
松
本
博
士
は
玄
沙
が
「
仏
性
顕
在
論
」
を
説
く
こ
と
を
論
証

さ
れ
、
玄
沙
も
ま
た
「
不
会
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
「
仏
性
内
在
論
」

の
「
知
」
を
否
定
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、『
玄
沙
広

録
』
の
「
長
燃
無
尽
之
灯
、廓
周
沙
界
、無
者
不
有
」（『
玄
沙
広
録
』
上
、

一
三
三
頁
）
と
い
う
一
節
に
お
い
て
、「
長
燃
無
尽
之
灯
」
は
仏
性
を
意

味
す
る
が
、
そ
の
仏
性
は
「
沙
界
」
と
い
う
無
情
な
る
現
象
世
界
に
遍

く
行
き
わ
た
っ
て
い
て
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
、「
沙
界
」は

全
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

一
節
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る）

6
（

。



『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
け
る
三
界
の
参
究
（
新
井
）

二
七

問
、
如
何
是
長
燃
無
尽
灯
。
師
云
、
看
。
云
、
学
人
不
会
。
師
云
、
無
尽

灯
也
道
不
会
。

こ
の
記
述
は
、「
仏
性
内
在
論
」
が
説
く
〝
知
〞
を
意
味
す
る
「
長
燃

無
尽
灯
」
と
い
う
仏
性
を
、「
不
会
（
理
解
し
な
い
）」
と
言
う
こ
と
に

よ
っ
て
否
定
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

今
問
題
の
玄
沙
と
羅
漢
の
公
案
に
お
い
て
も
、「
不
会
」は
同
じ
意
義

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
羅
漢
の
「
不
会
三
界
唯
心
」

と
い
う
言
明
は
「
三
界
唯
心
」
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
公

案
に
お
い
て
「
三
界
唯
心
」
の
「
心
」
と
は
、
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
＝
仏

性
の
意
義
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
玄
沙
が
「
椅
子
」
と

い
う
現
象
的
事
物
を
答
え
た
の
は
、
そ
の
「
心
」
＝
我
＝
仏
性
の
否
定

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

玄
沙
が
説
き
、
羅
漢
が
同
意
す
る
「
こ
れ
Ｘ
（
遮
箇
）」
を
「
竹
木
」

と
な
す
と
い
う
言
明
は
、『
華
厳
経
』
の
経
文
に
お
け
る
「
こ
れ
Ｘ
」
の

意
味
を
、「
心
」
で
は
な
く
、「
椅
子
」
と
同
じ
現
象
的
事
物
で
あ
る
「
竹

木
」
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
こ
れ
Ｘ
」
を
「
竹
」
と
「
木
」

と
い
う
複
数
の
事
物
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
象
的
事
物
の

区
別
と
多
数
性）

7
（

を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
〔
Ｃ
〕
段
で
は
、「
会
仏
法
人
」
と
い
う
語
が
あ
る
が
、こ
の

「
仏
法
を
会
す
る
」
と
は
、こ
の
公
案
の
文
脈
か
ら
見
て
、玄
沙
と
羅
漢

の
「
三
界
唯
心
」
の
元
々
の
意
味
を
否
定
す
る
解
釈
と
反
対
の
見
解
、

つ
ま
り
「
三
界
唯
心
」
と
い
う
語
を
字
義
通
り
に
理
解
す
る
も
の
を
表

す
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、玄
沙
は
、世
界
の
ど
こ
に
も
こ
の
よ
う
な「
三

界
唯
心
」
を
字
義
通
り
に
理
解
す
る
人
を
求
め
て
も
そ
の
よ
う
な
人
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

三
　
道
元
禅
師
の
説
明

以
上
、
こ
の
公
案
に
関
す
る
私
の
理
解
を
示
し
た
。
上
述
し
た
よ
う

に
、こ
の
公
案
に
お
け
る
「
三
界
唯
心
」
の
意
味
は
、「
唯
心
」
で
は
な

く
、「
椅
子
」
と
「
竹
木
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
よ
う
な
区

別
を
そ
な
え
た
現
象
的
事
物
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、『
正

法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
で
、道
元
禅
師
が
強
調
し
て
説
い
た
趣
旨
に

完
全
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
道
元
禅
師
は
、
以
下
に
考
察

す
る
よ
う
に
、
こ
の
公
案
に
対
す
る
説
明
に
お
い
て
玄
沙
の
説
法
を
正

確
に
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る）

8
（

。

ま
ず
〔
Ａ
〕
段
に
関
し
て
、
道
元
禅
師
は
、
玄
沙
の
「
三
界
唯
心
、

汝
作
麼
生
会
」
と
い
う
問
い
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

作
麼
生
会
、
未
作
麼
生
会
、
お
な
じ
く
三
界
唯
心
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に

未
三
界
唯
心
な
る
べ
し
。（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
六
頁
）

道
元
禅
師
は
こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

理
解
し
な
い
の
か
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、



『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
け
る
三
界
の
参
究
（
新
井
）

二
八

結
論
と
し
て
「
未
三
界
唯
心
」
と
述
べ
て
、「
三
界
唯
心
」
の
唯
心
性
を

否
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
続
く
一
節
で
は
、「
三
界
唯
心
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、主
に

肯
定
と
否
定
と
い
う
参
究
の
仕
方
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
会
三
界
語
な
り
や
、
不
会
三
界
語
な
り
や
、
三
界
語
な
り
や
、
非

三
界
語
な
り
や
、
椅
子
道
な
り
や
、
大
師
道
な
り
や
。
か
く
の
ご
と
く
試

道
看
の
道
究
す
べ
し
。
試
会
看
の
会
取
あ
り
、試
参
看
の
究
参
あ
る
べ
し
。

（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
参
究
の
仕
方
を
推
奨
す
る
こ
と
は
、
こ
の
巻
が
入
越
し

て
初
め
て
な
さ
れ
た
示
衆
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
会
衆
に
は
、
お

そ
ら
く
京
都
の
六
波
羅
蜜
寺
で
の
「
古
仏
心
」
巻
の
示
衆
（
寛
元
元
年
四

月
二
十
九
日
）
を
聴
聞
し
た
人
々
が
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「
古
仏
心
」
巻
で
は
、南
陽
慧
忠
の
「
如
何
是

古
仏
心
、
師
云
、
牆
壁
瓦
礫
」
と
い
う
問
答
が
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
解
説
に
お
い
て
「
古
心
」
を
、
上
掲
の
玄
沙
の
公
案
に
見
ら

れ
る
「
椅
子
竹
木
」「
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
」「
和
尚
喚
遮

箇
作
甚
麼
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
（「
古
仏
心
」
巻
、『
眼

蔵
』
八
〇
頁
）。
そ
れ
故
、「
椅
子
竹
木
」「
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不

可
得
」「
和
尚
喚
遮
箇
作
甚
麼
」
は
、「
牆
壁
瓦
礫
」
と
同
じ
意
義
を
も

つ
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
古
心
」
は
、「
古
仏
心
」
巻
で
、「
古
仏
」
と
「
一
面
目
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
が
、「
古
心
の
作
仏
な
る
あ
る
べ
し
」と
説
か
れ
る
よ
う

に
、「
作
仏
」
が
顕
れ
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、「
心
」
は
そ
の
本
質

を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
「
三
界
唯
心
」
と
同
じ

解
釈
に
よ
っ
て
、「
三
界
」
＝
「
古
仏
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
唯
心
」

＝
「
古
心
」
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、〔
Ｂ
〕
段
に
対
す
る
道
元
禅
師
の
解
釈
で
は
、「
不
会
三
界
唯

心
」
を
「
趙
州
四
門
」
の
則
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

た
と
へ
ば
道
趙
州
す
る
中
の
東
門
南
門
な
り
と
云
へ
ど
も
、
さ
ら
に
西

門
北
門
な
り
。
さ
ら
に
東
趙
州
南
趙
州
あ
り
。
た
と
ひ
会
三
界
唯
心
あ
り

と
も
、さ
ら
に
不
会
三
界
唯
心
を
参
究
す
べ
き
な
り
。（「
三
界
唯
心
」
巻
、

『
眼
蔵
』
三
五
六
頁
）

こ
の
則
は
、
あ
る
僧
が
趙
州
従
諗
（
七
七
八
―
八
九
七
）
に
、
趙
州
従

諗
の
当
体
を
問
う
た
の
に
、趙
州
従
諗
が
そ
れ
を
地
名
と
受
け
取
っ
て
、

東
西
南
北
の
門
と
答
え
た
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
趙
州

と
い
う
住
処
に
お
い
て
、「
東
門
南
門
な
り
…
…
西
門
北
門
な
り
」と
い

う
区
別
を
も
つ
現
象
的
事
物
に
よ
っ
て
答
え
る
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師

は
、
そ
れ
に
加
え
て
「
さ
ら
に
東
趙
州
南
趙
州
あ
り
」
と
述
べ
る
が
、

こ
れ
は
区
別
を
も
つ
現
象
的
事
物
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
同

じ
く
「
趙
州
四
門
」
の
則
を
取
り
上
げ
る
『
永
平
頌
古
』
二
一
に
お
い



『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
け
る
三
界
の
参
究
（
新
井
）

二
九

て
「
大
疑
す
何
れ
の
と
こ
ろ
に
か
こ
れ
乾
元
」（『
道
元
全
』
下
、
一
七
一

頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
乾
元
」、
即
ち
、「
天
の
拠
り
所
」

が
ど
こ
か
に
あ
る
こ
と
は
大
い
に
疑
わ
れ
て
、「
趙
州
」
と
い
う
の
は
、

東
西
南
北
の
門
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
「
東
趙
州
南
趙
州
」
と
い
う
現
象

的
事
物
で
あ
る
と
い
う
の
が
道
元
禅
師
の
意
図
で
あ
ろ
う
。

な
お
、こ
こ
で
も
、「
不
会
三
界
唯
心
を
参
究
す
べ
き
な
り
」
と
説
か

れ
、「
三
界
唯
心
を
理
解
し
な
い
こ
と
」が
参
究
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
玄
沙
の
「
我
喚
遮
箇
作
竹
木
」
と
い
う
言
明
に
対
し
て
も
、

道
元
禅
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
喚
遮
箇
作
竹
木
。
こ
の
道
取
、
か
な
ら
ず
声
前
句
後
に
光
前
絶
後
の

節
目
を
参
徹
す
べ
し
。（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
六
頁
）

こ
こ
で
道
元
禅
師
は
「
我
喚
遮
箇
作
竹
木
」
と
い
う
言
明
を
「
声
前

句
後
に
光
前
絶
後
の
節
目
」
と
し
て
極
め
て
高
く
評
価
し
、
参
究
徹
底

す
べ
き
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
玄
沙
に
同
意
し
た
羅
漢
の
「
桂

琛
亦
喚
作
竹
木
」
と
い
う
言
明
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
両
者
の
同
不

同
、
な
い
し
是
不
是
が
「
参
究
す
べ
き
な
り
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

（「
三
界
唯
心
」
巻
、『
眼
蔵
』
三
五
七
頁
）、
玄
沙
の
「
喚
遮
箇
作
竹
木
」
と

い
う
言
明
は
、
道
元
に
よ
っ
て
、
究
極
的
真
実
を
表
す
文
章
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、〔
Ｃ
〕
段
の
「
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
」
の
一
節

に
関
し
て
、
道
元
禅
師
は
「
こ
の
道
取
を
も
審
細
に
辨
肯
す
べ
し
」
と

説
い
て
、
よ
く
弁
え
、
つ
と
め
る
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
さ
ら
に
「
お

ほ
よ
そ
恁
麼
参
究
功
夫
す
べ
き
な
り
」
と
説
い
て
、「
三
界
唯
心
」
と
い

う
語
を
参
究
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
（「
三
界
唯
心
」
巻
、

『
眼
蔵
』
三
五
七
頁
）。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
三
界
唯
心
」
巻
の
示
衆
の
聴
衆
は
、す
で
に

「
古
仏
心
」巻
を
聴
聞
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、こ
れ
ら

は
、
同
じ
波
多
野
氏
の
招
き
に
よ
る
法
座
に
お
け
る
示
衆
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
巻
は
、
問
題
の
玄
沙
の
公
案
を

究
極
的
真
実
を
説
く
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
点
で
共
通
性
な
い

し
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、こ
の
事
実
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
古
仏
心
」
巻
よ
り
示
衆
が
遅
い
「
三
界
唯
心
」
巻
で
は
、特
に

「
参
究
」の
具
体
的
内
容
に
力
点
が
置
か
れ
て
る
こ
と
は
本
論
で
考
察
し

た
と
お
り
で
あ
る
。

四
　
本
論
の
要
点

本
論
の
要
点
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
、 『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
「
三
界
唯
心
」

と
い
う
概
念
に
関
す
る
玄
沙
と
羅
漢
の
公
案
は
、「
唯
心
」の
定
立

で
は
な
く
、「
心
」
＝
仏
性
の
顕
れ
と
し
て
の
、「
椅
子
」
と
「
竹

木
」
と
い
う
現
象
的
事
物
を
究
極
的
真
実
と
し
て
説
く
。



『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
け
る
三
界
の
参
究
（
新
井
）

三
〇

二
、
道
元
禅
師
は
、
こ
の
公
案
の
「
椅
子
」
と
「
竹
木
」
と
い
う
現
象

的
事
物
を
究
極
的
真
実
と
見
な
す
論
拠
と
し
て
「
未
三
界
唯
心
」

及
び
「
不
会
三
界
唯
心
」
と
い
う
言
明
を
な
し
て
い
る
。

三
、
道
元
禅
師
は
こ
の
公
案
の
所
説
を
高
く
評
価
し
、
参
究
す
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

註
（
１
） 

新
井
二
〇
一
八
参
照
。

（
２
） 

新
井
二
〇
一
七
、
及
び
二
〇
一
九
参
照
。

（
３
） 

≈

『
景
徳
伝
灯
録
』
二
一
「
羅
漢
桂
琛
」
章
（
大
正
五
一
、
三
七
一

上
九
―
一
三
）
＝
真
字
『
正
法
眼
蔵
』（
＝
『
三
百
則
』
中
一
二
）、

『
道
元
全
』
下
、
二
二
二
頁
参
照
。

（
４
） 『
道
元
思
想
論
』
四
〇
〇
―
四
〇
五
頁
、
五
四
五
―
五
四
六
頁
、
五

三
二
―
五
三
四
頁
参
照
。

（
５
） 『
道
元
思
想
論
』
三
頁
参
照
。

（
６
） 『
道
元
思
想
論
』
五
三
三
頁
参
照
。

（
７
） 

松
本
博
士
は
、
玄
沙
が
「
仏
性
顕
在
論
」
と
説
き
、
し
か
も
そ
の
特

徴
が
、
一
切
法
と
い
う
現
象
的
事
物
の
区
分
、
つ
ま
り
、
区
別
・
多

数
性
を
強
調
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。『
道
元

思
想
論
』五
四
二
頁
参
照
。
私
の
読
解
も
、こ
の
ご
指
摘
に
依
拠
す
る
。

（
８
） 

長
沙
景
岑
の
説
法
に
対
す
る
道
元
の
立
場
に
認
め
ら
れ
る
。『
道
元

思
想
論
』
四
七
八
頁
参
照
。
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